
介紹

　
写
翼
は
一
部
の
あ
ま
り
重
要
と
思
わ
れ
な
い
遺
物

に
関
し
て
は
除
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
の

資
料
を
収
録
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な

い
こ
と
で
あ
ろ
5
。
ま
た
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
小
さ

い
が
、
小
さ
い
な
が
ら
も
鮮
明
で
あ
り
、
記
述
も
ま

た
写
翼
で
は
わ
か
り
に
く
い
点
を
よ
く
補
っ
て
い

る
。
こ
の
他
に
、
特
に
優
々
を
選
び
、
そ
の
原
色
図

版
を
六
葉
挿
入
し
て
、
本
書
に
華
か
さ
を
そ
え
て
い

る
。
さ
ら
に
索
引
と
引
用
の
便
を
は
か
っ
て
つ
け
ら

れ
た
目
録
番
号
は
都
道
府
色
ご
と
に
一
連
番
帯
と
な

っ
て
お
り
、
博
物
館
の
台
帳
に
記
入
さ
れ
た
登
録
番

弩
や
、
収
録
資
料
遺
跡
別
眠
次
な
ど
と
と
も
に
編
集

驚
の
行
届
い
た
配
慮
が
伺
え
る
。
そ
れ
と
と
も
に
本

．
文
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
は
、
鮮
明
な
写
真
と

彬
二
っ
て
本
書
の
考
古
学
資
料
日
録
と
し
て
の
価
値

を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
古
学
資
料
陰
録
が
、
こ
の
た
び
京

都
大
学
文
学
部
博
物
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
警
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
博
物
館
・
陳
列

館
・
研
究
室
な
ど
に
お
い
て
も
、
同
様
な
資
料
目
録

が
刊
行
さ
れ
る
築
を
強
く
希
望
す
る
の
は
、
ひ
と
り

紹
介
噺
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
最
後
に
数
多
い
資

料
を
巧
み
に
ホ
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
編
集
者
の
努
力

と
手
腕
に
た
い
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
箆

二
部
・
第
一
、
、
都
の
刊
行
を
切
望
し
な
が
ら
紹
介
の
筆

を
お
く
。

　
（
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欧
文
の
日
本
考
古
学
概
説
書
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
す

く
な
い
。
周
知
の
箔
○
．
竃
毒
屈
。
の
．
、
℃
お
田
ω
8
ユ
。

冒
や
鎚
．
、
は
、
も
う
五
十
年
も
前
の
も
の
で
古
い
。

一
Φ
鋒
に
出
た
O
’
旨
0
8
9
の
．
．
↓
プ
。
勺
箆
三
山
o
q

鼠
冒
山
霧
．
、
は
、
縄
文
黒
竹
の
文
化
に
限
ら
れ
る
。

海
外
の
考
古
学
者
・
文
化
人
類
学
驚
の
あ
い
だ
に

は
、
日
本
に
お
け
る
最
も
古
い
段
階
か
ら
歴
史
に
つ

な
が
る
頃
ま
で
の
文
化
の
発
達
を
正
し
く
通
観
し
た

い
と
の
希
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
特
定
の
問

題
、
遺
跡
の
発
掘
に
関
す
る
簡
略
化
さ
れ
た
欧
文
梗

概
は
あ
っ
て
も
、
全
般
を
理
解
す
る
に
十
分
な
欧
文

の
薯
作
が
な
い
と
の
声
を
し
ば
し
ば
聞
く
の
は
当
然

で
あ
る
。
か
よ
う
な
学
界
の
要
請
に
応
え
る
に
は
、

田
本
人
学
者
が
欧
文
で
こ
の
種
の
著
述
を
試
み
る

か
、
欧
米
人
学
春
が
礒
本
人
学
潜
の
研
究
と
漿
績
を

十
分
理
解
評
価
し
て
自
圏
語
で
著
述
す
る
か
で
あ
る

が
、
現
状
で
は
、
後
霧
の
方
の
機
会
が
多
い
。
キ
ッ

ダ
i
博
士
は
そ
う
い
う
機
会
を
正
当
に
と
ら
え
て
本

書
を
世
に
送
っ
た
。

　
本
馬
は
次
の
伽
き
章
と
節
よ
り
成
る
。

　
第
一
章
旧
石
器
時
代
と
中
石
器
時
代

　
第
鳳
章
　
新
石
器
時
代

　
　
　
　
　
　
遺
跡
・
食
糧
資
源
・
道
具
と
土
器
・

　
　
　
　
　
9
風
俗
慣
習
と
信
仰
・
新
盤
器
時
代
人

　
第
三
章
　
青
銅
器
・
鉄
器
の
時
代

　
　
　
　
　
　
米
作
り
の
共
同
体
・
葬
法
・
青
鋼
器
・

　
　
　
　
　
　
土
器
・
慣
智
と
祭
麗

　
第
四
章
　
原
史
時
代

　
　
　
　
　
　
共
陶
体
・
鉄
・
埋
葬
祉
・
墳
墓
内
の

　
　
　
　
　
　
遺
物
．
墳
墓
表
飾
と
彫
刻
・
神
殿

　
図
版
と
挿
図
は
、
既
記
の
同
属
分
葱
中
で
は
最
も

多
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
、
写
真
一
〇
八
枚
、
楽
園
六

十
五
、
地
図
七
よ
り
成
る
。

　
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
O
ぢ
嵩
U
銭
酷
鼠

博
士
が
、
総
括
編
集
し
て
い
る
≧
岩
δ
簿
勺
Φ
o
営
窃

陰
山
薫
帥
。
①
ω
叢
書
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
の
叢
露
は
豊

沼
な
写
真
版
と
挿
図
を
通
じ
て
、
世
界
各
地
の
古
文

化
を
ひ
ろ
く
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
著
者
キ
ッ
ダ
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」
博
士
は
、
ア
メ
リ
カ
含
衆
岡
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

で
譲
ハ
衛
史
掌
を
専
攻
し
、
三
洋
考
古
学
お
よ
び
美
術

史
の
権
威
貨
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
故
A
・
サ
ル
モ
ニ

ー
博
士
に
師
購
し
て
、
中
國
お
よ
び
罠
本
の
考
古
学

お
よ
び
美
術
史
に
特
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
　
一
九
五
六
年
以
立
小
、
雷
門
｛
承
都
ゴ
需
鷹
市
に
あ
る
團
【

際
基
齊
教
大
学
の
教
授
と
な
り
、
美
術
…
史
と
考
古
学

を
撫
姦
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
瞬
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
美
術

考
欝
学
を
教
擾
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
一
九
五
三
－

四
年
に
は
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
を
得
て
、
日
本

に
留
学
し
、
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
で
観

本
考
古
単
の
研
究
に
専
念
、
ま
た
西
日
本
の
諸
地
域

に
旅
行
し
て
研
究
資
料
を
作
製
し
た
。
圏
際
基
督
教

大
学
に
迎
え
ら
れ
て
か
ら
も
、
北
梅
道
や
東
日
本
潰

地
に
考
古
学
研
究
の
旅
を
か
さ
ね
た
り
、
陶
大
学
構

麹
の
縄
文
時
代
佐
居
祉
の
発
掘
調
査
を
行
う
な
ど
、

ぎ
か
ん
な
学
問
酌
活
動
を
続
け
て
い
る
。
数
年
前
の

蹴
版
、
。
．
日
冨
闘
。
ヨ
。
雛
男
。
簿
蔓
。
囲
冒
も
曽
⇔
、
．
は
、

わ
が
縄
文
土
器
の
綜
合
約
研
究
を
ま
と
め
た
好
望
と

し
て
、
欧
米
の
学
界
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
先
史
時

代
揖
本
文
化
に
関
す
る
彼
の
研
究
は
、
そ
の
臼
本
留

掌
前
か
ら
濟
手
さ
れ
、
十
分
年
撃
の
か
か
っ
た
も
の

で
あ
る
．
も
た
か
つ
て
、
キ
ッ
ダ
…
博
士
勝
、
本
叢

書
申
の
「
日
本
」
を
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
決
し
て
偶

然
で
は
な
い
と
お
も
う
。

　
以
上
の
如
き
経
歴
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
樽

士
は
田
本
人
学
者
の
研
究
を
ひ
ろ
く
読
ん
で
理
解

し
、
彼
ら
の
業
績
を
正
し
く
評
価
す
る
と
い
う
条
件

を
み
た
す
こ
と
の
娼
来
る
環
境
に
あ
る
。
本
書
の
中

に
、
極
め
て
漸
し
い
資
料
が
す
く
な
か
ら
ず
も
ら
れ

て
い
る
の
は
、
多
く
の
日
本
人
学
詣
が
著
者
の
仕
事

を
助
け
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
臼
本
文
、
欧
文

の
参
照
す
べ
き
論
文
や
著
灘
口
の
リ
ス
ト
も
添
え
て
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
臼
本
々
に
も
、
大
い
に
役
立
つ
。

特
に
そ
の
所
論
は
日
本
入
学
看
と
は
違
っ
た
角
度
が

あ
る
の
で
、
　
嘉
碗
の
価
値
あ
り
と
恩
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）

　
学
界
消
息

　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

七
月
例
会

、
　
七
月
二
鴇
（
土
）
　
於
・
京
大
楽
友
会
館

　
一
覧
近
世
の
観
膏
信
仰
　
　
　
佐
伯
　
寓

　
新
発
見
の
高
旬
麗
古
墳
　
　
　
　
　
有
光
　
教
一

十
月
例
会

　
十
月
一
日
目
ヒ
ニ
）
　
於
「
京
大
楽
友
会
館

　
二
つ
の
学
会
に
嵐
席
し
て
　
　
　
　
宮
崎
　
市
定

　
　
一
刻
際
歴
史
学
会
と
東
方
学
者
会
議
一

　
8
ミ
リ
シ
ネ
映
写

　
　
　
国
　
　
　
関
係

読
史
会
七
月
例
会

　
七
月
九
田
（
土
）
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
帝
国
主
義
と
民
主
主
義
　
　

鈴
木
　
良
氏

　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
外
交
　
　
　
彰
　

沢
周
氏

読
史
会
九
月
例
会

　
九
用
十
日
（
土
）
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
沖
縄
の
旅
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
横
町
　
健
一
氏

　
欧
洲
の
旅
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
柴
畷
　
　
実
状

競
史
会
十
月
例
会

・
十
湘
八
日
（
土
）
　
於
錬
瀦
館
演
蟹
室
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